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百──こゝからが女の怨ぞ （『毛詩抄』 ₁ p.₁₆₅）
⑥　築──室を作るとては，まづ廟を作る程に，こゝからが宮室の事ぞ




















⑧　父禮──是からは禮記の昏禮の詞ぞ （『毛詩抄』 ₁ p.₈₆）
⑨　禮容──是からは儀の字の注ぞ （『毛詩抄』 ₁ p.₁₃₃）
⑩　先王之──此カラハ祭公謀父カ語ソ （『史記桃源抄』 ₁ p.₁₂₉）














































































































































㉓　妾はほしみへてから行て，ほしのみゆる時蹄るぞ （『毛詩抄』 ₁ p.₁₁₀）



















































































































































































































































































































歳首トセラレタソ （『史記桃源抄』 ₂ p.₃₉）
₄ ）実際には実態はそれほど単純ではない。どの格助詞とどの副助詞が承接するのか，
個別の様相を呈する。ここではある程度内省に基づいて抽象化している。しかし
ながら以下の論旨に影響を与えるものではない。
― 125 ―
副助詞「ガ」の存在
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